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長年にわたる貢献に感謝

　町内在住で90歳を迎える方を祝う「別海町長寿賞」
が次の方に贈られました。
◦白鳥　三男さん（昭和７年３月７日・上春別）
◦鈴木　惠子さん（昭和７年３月９日・尾岱沼）
◦山屋　愛子さん（昭和７年３月17日・上風連）
◦ 池　　満さん（昭和７年３月17日・別海）
◦西條　正司さん（昭和７年３月18日・別海）
◦伊勢　チヅ子さん（昭和７年３月27日・尾岱沼）
◦齊藤　シゲ子さん（昭和７年３月28日・上春別）
※�新型コロナウイルス感染予防のため、当分の間、写真撮影は
取りやめています。

※�承諾された方
のみ氏名を掲
載しています。おめでとう

　元中西別在住の高橋吉治さんから寄
付を頂きました。

　頂いたご厚志は、町政執行のための貴重な財源とし
て有効に活用させていただきます。

寄付を頂きました
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　３月31日をもって根室北部消防事務組
合別海消防団を定年退団された河嶋憲一

元副団長に対し、町長から感謝状が贈られました。
　河嶋さんは45年間の長きにわたり消防団活動に尽
力され、本町の消防行政の発展に多大な貢献をされま
した。
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第39回尾岱沼地区少年少女
下の句カルタ大会
　第39回尾岱沼地区少年少女下の句カル
タ大会を開催しました。

　小学生低学年・中学年・高学年、中学生以上の部に
分かれて実施し、12チーム30名の参加がありました。
　本年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止対策と
して、体調確認やマスク着用、消毒、検温、室内換気
などの対策を行った上で実施しました。
　例年よりも少ない人数での開催となりましたが、一人
一人が読み手の声に集中して、札を取る音が大集会室
に響き渡る熱戦を繰り広げました。
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災害時におけるコンティサウナ等の
供給に関する協定調印式

　株式会社高橋工業と災害時におけるコ
ンティサウナ（移動式バス、サウナ）等

の供給に関する協定を締結しました。
　この協定は、災害発生時に町の要請に応じて、同社
が所有するコンティサウナ（移動式バス、サウナ）を被
災者の入浴や採暖用として活用するためのものです。
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　2022冬季北京オリンピックでスピー
ドスケート競技に出場した、郷亜里砂

選手、新濱立也選手、森重航選手がオリンピック
の報告と表敬訪問のため来庁しました。
　役場ロビーでは歓迎セレモニーを行い、選手へ
花束が贈呈されました。選手からは集まった町民
の前で、北京オリンピックでの感想など、それぞれ
の思いを語っていただきました。

　その後、２階応接室にて表敬訪問を行い、町長からは功績
を称える言葉があり、各選手からは応援してくれた方々への感
謝の言葉と、今シーズンの意気込みが語られました。

北京オリンピックに係る表敬訪問

令和３年度 別海消防団消防活動
協力事業所感謝状を授与

　別海消防団では、地域防災力の向上
のため従業員に入団促進を図り、災害

時には消防団活動の積極的な支援に取り組まれてい
る、町内の事業所に別海消防団消防活動協力事業所
感謝状を贈呈しています。
　本年度は、北海道明治大和倉庫株式会社西春別営
業所に町長と消防団長から感謝状が授与されました。
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　東公民館の少年事業「チャレンジ
スクール」の学習会として、東公民

館の大集会室で、フロアカーリング体験とボッチャ
体験を行いました。
　フロアカーリングでは、ターゲットにピタリと寄
せたと思ったら下級生の上級生顔負けのプレイで
逆転することもあり、ボールやフロッカーを転がす
たびに一喜一憂していました。
　体験後は修了式を行い、元気よく返事をしなが
ら修了証書を受け取りました。

チャレンジスクール学習会 3/25

中春別農業協同組合が
消防団協力事業所の認定を更新

　消防団協力
事業所表示制

度は地域の消防・防災体制
の充実強化の推進を図るた
めに制定されました。
　数多くの事業所の中、中
春別農業協同組合は10名
の消防団員が在籍し、各種
災害時の対応の協力、春や
秋の火災予防運動期間中に
農業協同組合の組合員に向
けて、火災予防の啓発チラ
シをFAXで周知するなど、
消防団活動に積極的な支援
をいただいています。
　その実績が顕著に認められ、令和元年度総務省消防庁、
平成30年度根室北部消防事務組合から消防団協力事業
所としての認定を受けました。
　本年度は消防団協力事業所として認定が更新され、別
海消防署長から認定更新の表示証が交付されました。

3/24




